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特集　PCOにとってのダニ

㈱ペストマネジメントラボ　代表取締役　 高岡　正敏

アレルギー性疾患の主な原因となるチリダニについて

近年、アレルギー性疾患の増加が叫ばれて

いるなか、患者の生活空間における様々な抗

原物質（アレルゲン）との関わりについて取り

沙汰されている。なかでも、住居内に生息し

ているダニ類によるアレルギー性疾患への関

与は最も注目されているものの一つである 。

中でも、室内塵中より検出されるダニ類の

優位種であるチリダニを知ることは、今後ア

レルギー性疾患に対する的確かつ抜本的な対

策を行う上でも重要な意義を持つと考える。

チリダニについては、今までに様々な報告

がなされているが、なかでもWharton（1976）

の総説がよくまとめられている。ここでは、

その後の所見も含めて、その概要を紹介する。

1．室内塵より見出されるダニ類
Voorhorstら（1964） によるアレルギー性疾

患におけるチリダニの関与の報告が発端と

なって、それ以降住居内のダニ類の調査が世

界中で行われることになる。室内塵中より見

出されるダニ類は1981年の Bronswijkの整理

によると141種と記されているが、これはごく

限られた国の調査資料に基づくもので、その

後この種類はさらに追加されていくものと思

われる。しかし、ここで整理されたダニ類は

世界中の室内塵中にみられる代表的なダニ類

がおおむね網羅されていると考えられる。

我が国において室内塵中から検出されたダ

ニの種類は、現在までに100種以上が確認され

ているが、通常行われている実態調査では20
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～ 40種程度のダニ類がよく見出される。これ

らのダニ類は野外に住んでいる種類とは異な

り、住居内に固有のダニ類と考えられる。

しかし、野外で生息している種類が人や動・

植物、または家具などに付いて住居内に持ち

込まれたり、また動・植物に寄生するものや

食品中で繁殖するダニ類なども多く認められ

る。そのため、室内塵中のダニ類を考える場

合は住居内外における複雑な生態学的背景を

配慮しなければならない。ただ、それらの種

類のほとんどのものは、住居内で生き続ける

ことができないため、住居内に住みついてし

まうことはない。それらのダニが住居内で住

み続けるためには、住居内環境、住居内特有

の食べ物、居住者の影響などに適応すること

が必要である。

わが国各地で室内塵中のダニ類の調査を行

うと、図1に示すように、ほとんどの家庭で室

内塵より検出される総ダニ数の50 ～ 90％をチ

リダニが占めている。その中でも、ヤケヒョウ

ヒダニ Dermatophagoides pteronyssinus（Dp）

とコナヒョウヒダニD. farinae（Df）の2種類が

チリダニ科のほとんどを占めている。これら

のチリダニは全世界の室内塵から優位に見出

される。

しかし室内塵からはチリダニ科以外のダニ

類も多種類検出される。特によく見出される

ダニ類としては、コナダニ科、ニクダニ科、

ホコリダニ科、ツメダニ科、中気門類及びサ

サラダニ類などが挙げられる。これらのダニ

類も住居内の条件によってはチリダニ科のダ

ニより数多く検出されることもあり、時には

異常に増殖して苦情の原因になったりもする。

前述の如く住居内には多数のダニ類が生息

しているが、アレルギー性疾患に関与してい

るダニ類としては、住居内に常在し、かつ個

体数の多いものが重要となる。すなわち、我

が国ではチリダニ科のDp、Dfのほか、ホコリ

ダニ科のナミホコリダニ、コナダニ科のケナ

ガコナダニ、ニクダニ科のイエニクダニ、サ

ヤアシニクダニ、イエマルニクダニ及びササ

ラダニ類のイエササラダニ、カザリヒワダニ

図1　一般住宅より採取された室内塵から検出されたダニ類の比率

＊多くの家庭の室内塵から高率にチリダニが検出された。

ヤケヒョウヒダニ（♀）

コナヒョウヒダニ（♀）

ヤケヒョウヒダニ（♂）

コナヒョウヒダニ（♂）
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などによるアレルギー性疾患への関与も注目

する必要がある。

2． 住居内におけるダニ類の発見とヒョウ
ヒダニに関する歴史的経緯

住居内におけるダニ類の最初の記載は、今

から300年程前の1694年、Leeuwenhoekによっ

て行われたとされる。驚くことに、彼によって

記載されたダニはケナガコナダニ、イエニクダ

ニ、アシブトニクダニなど現在でも世界中の室

内塵からよく見出されるものが含まれている。

ダニは極めて微小な生物であったがために

長い間人類の目から逃れてきた。しかしこれ

らの存在は、高倍率で観察できる顕微鏡の発

明と優れた科学者であったLeeuwenhoekからは

逃れることができなかった。住居内におけるダ

ニ類はその発見以前から、ヒトと住居を共有

してきたもっとも身近な生物であったと思わ

れる。ところが、その当時住居内で発見され

ているダニ類の中には現在最も多く生息して

いるチリダニ科に属するヒョウヒダニの姿は

なく、その発見にはそれからさらに170 ～ 200

年もの歳月が費やされることになるのである。

ヒョウヒダニの分類学的記載は、Trouessart

によって1897年になされているが、実はそ

の33年前の1864年にロシアのBogdanoffが人

の皮膚から発見したダニをヒョウヒダニ属の

Dermatophagoides scheremetewskyiと命名して

いるのである。この記載からみると、このダニは

チリダニ科のヤケヒョウヒダニDermatophagoides 
pteronyssinusにきわめて類似するが、彼の記

載には分類学的ないくつかの重要な問題点が

認められるため、現在知られているヒョウヒダ

ニと認知しない学者も多く、従ってBogdanoff

の発見から約30年間はヒョウヒダニにとって

空白の時代となっているのである。

住居内におけるヒョウヒダニ属の最初の発

見はOudemans（1928）とされているが、彼は

窓際におかれた植木より検出したもので、室内

塵からの発見はそれよりさらに28年後の1956

年に Baker によってなされた｡この発見がダニ

アレルギーの発展に極めて大きな意義を持つ

ことになるのである。これがきっかけとなっ

て、1964年の ホールホルスト（Voorhorst）ら

のアレルギー性疾患に対するチリダニの関与

への実証につながってゆくのである。

3．アレルギー性疾患に対するダニの関与
今から71年も前の1921年に、住居内のごみ

（室内塵）がアレルギーの抗原物質（アレルゲ

ン）として重要であると指摘されていたが、そ

の当時室内塵中の何に由来するのか不明で

あった。この疑問はそれから43年後の1964年

にオランダの医師であったホールホルストら

の一連の仕事に端を発して急速に解決に向か

うことになった。

彼等は、室内塵中に見出されるチリダニに

注目して、気管支喘息の発作の多発時期と、

室内塵中のダニの増加時期とが一致すること

を発見した。さらに、室内塵中から集めたチ

リダニをすりつぶして患者に皮内注射を行う

と炎症反応が起こることなどから、室内塵性

のチリダニが気管支喘息の主要なアレルゲン

であることを指摘した。この報告を機に、世

界中の医学・公衆衛生学の分野で住居内のダ

ニ類が一躍脚光を浴びることになるのである。

今日では、住居内の室内塵中にみられるチ

リダニがアレルギー性疾患の重要なアレルゲ

ンとして一般に認められるまでに至っている

が、この間この分野における我が国の医師、
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アレルギー学者、ダニ学者の貢献

も大きく関わっている。現在、我

が国の気管支喘息患者の50 ～ 90％

がダニによって発症していると言

われている。中でも、その関与に

は住居内に生息しているダニ類が

大きく関わっており、それらはア

トピー性皮膚炎、アレルギー性鼻

炎、アレルギー性結膜炎などにも

重要な役割を演じている。

患者宅でのダニ類の調査から、

アレルギー患者のダニによる感作、

発作ともに患者宅の室内塵中のダニの密度が

深く係わっていることが指摘されている。特

に、我が国のアレルギー性疾患に対するダニ

アレルゲンの役割は極めて重要で、我が国の

気候・風土、建築様式、住生活様式などがチ

リダニの増殖に適していることもその一因で

あると考えられる。

4．チリダニの分類と地域性
世界中で検出されたチリダニ科に属するダ

ニ類は、Spieksma（1988）の総説によると47種

にも達するという。それらから寄生種を除い

ても39種を数えるが、それらの検出場所を整

理すると、住居、動物の巣から検出されてい

ることが分かった。このことからチリダニ科

のダニ類は動物に極めて近い生活圏内で生息

していることが伺える。

さらに、チリダニ科39種の中でヒトの住居内

から検出されているものはHouse dust miteと

呼ばれ、それらは表1に示したように5属10種

にも及んでいる。中でも、Dermatophagoides
属のDpとDfの2種は世界中の住居から検出さ

れている住居特有のダニといえる。

大島はこの属の発見の経緯からDermatophagoides
属は分類学上Mealia属に位置づけられるべき

であると主張したが、現在に至ってもなおこ

の属名は見直されていないためヒョウヒダニ

名もそのまま残っている。

我国の室内塵からはこれまでにD.p.、D.f. ,

シワチリダニ Euroglyphus maynei（Em）、イ

エチリダニ Hirstia domicola（Hd）、ニセチ

リダニ Malayoglyphus intermediusの5種類の

チリダニが検出されている。また、海外でも

室内塵中から検出されるチリダニの多くはDp、

Df、Emで占められ、Dpはヨーロッパに多いこ

とからEuropian house dust mite、一方Dfは北

アメリカに多いことからAmerican house dust 

miteと呼ばれている。しかし近年調査が進むに

つれて､これらの地域においても多種のチリダ

ニが検出されており、その様相は時代と共に

変わりつつあるようである。

この他、ヨーロッパではDpのほかにEmも多

くみられ、また我々が行った中国上海郊外で

の調査ではHdが高率に検出され、これに対し

てDpは比較的多数検出されるものの、Dfは極

めて少なかった。このような地域分布につい

表1　チリダニ科のダニの分類と住居内から見出される10種
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ては、その地域における特有の気候条件の影

響によるだけではなく、それぞれの地域特有

の住居形態や構造の変化、さらには生活習慣

などによっても影響されているようである。

5．チリダニの生理と増殖
住居内におけるチリダニの生態は、チリダ

ニ特有の生理（発育・繁殖・行動など）と室内

気候との関わりの中で決まってくると考えら

れる。そこで、アレルギー性疾患と深く係わっ

ているチリダニの生理を理解しておくことは、

チリダニの生態を理解するためにも、またダ

ニとアレルギーとの関係を解明する上でも極

めて重要となる。

我が国ではチリダニ科のダニの発育につい

ては、松本らの一連の基礎実験によってよく

理解できる。それによると、DpとDfは卵から

成虫に至るまで30 ～ 40日を要し、それらの

発育期間は高温になると短くなり、低温にな

ると長くなる。また至適湿度条件から外れる

と長くなるようである。それらの寿命は至適

条件下で3ケ月から長いものでは1年も生存す

る事が可能で、雌は雄より長寿であるという。

雌の産卵数は通常1日1 ～ 2個、多いときは6個

も生むことがあり、1匹の総産卵数は80 ～ 100

個と言われている。チリダニの場合は､卵から

羽化した幼虫は脱皮後若虫となり2回の脱皮の

後成虫に到る。また､脱皮前は休止期状態とな

り、餌も摂らず悪条件にも強いようである。

また、チリダニの増殖における至適温度は、

Dp、Df共に25℃～ 28℃とされる。しかし、至

適相対湿度はDpとDfで差がみられ、前者では

75%RH前後であるのに対して、後者は65%RH 

前後であると言われる。この条件下でダニの

餌であるゴミが豊富にあると、チリダニは驚

くほど増殖する。試算では､条件さえよければ

1匹の雌が一夏で1千万匹にも達する事もある。

一方コナダニ類はチリダニの至適湿度に比

べさらに高く、それらは90% ～ 95%といわれ

ている。それらの発育条件は我が国の高温多湿

環境や住宅における新築時の高い湿度条件と

一致するため、新築時におけるコナダニの異常

繁殖による苦情が度々発生する。この他のダニ

類については飼育が不可能なものが多いため

実験室内での確認ができないが、実態調査の

結果では全体的に高温多湿条件を好むダニ類

が多いようである。しかし、イエニクダニのよ

うに冬季に多く認められる種も認められる。

6．住居内のダニ類の生態
1）チリダニの分布

住居内に生息するダニ類は住居内外の環境の

違いによって様々な分布を示すことが知られて

いる。それは住居内における狭義の分布から地

理的な差のような広義な分布まで様々である。

住居内におけるダニ類の分布は住居によっ

て種類構成及び個体数に大きな違いがみられ

る。それらは住居内の様々な環境条件の違い

や居住者の生活態度などによって影響を受け

ていると考えられる。特にチリダニの住居内

における主な繁殖場所として、畳、カーペッ

ト、寝具（ふとん、ベッドなど）、衣類及び様々

な家具などが挙げられる。また、畳の上にジュ

ウタン、カーペットを敷くとダニ数は著しく

増殖することも知られており、このようなチ

リダニの繁殖に関わる複合条件も考慮しなけ

ればならない。

中でも、住居内における湿度と温度の分布

はチリダニの分布を左右する大きな要因にな

る。例えば、北側の部屋が南側の部屋よりダ
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ニ数が多かったり、また一階が上層階より多

くなる傾向にあるなどは、繁殖場所の湿度分

布に起因していることが認められている。こ

のような住居内のチリダニの分布は湿度分布

だけではなく､温度分布やごみの量など様々な

要因とそれらの複合によって支配されている

と思われる。

このほか、各家庭に居住している人の生活

態度のあらゆる面がダニ類の生息に少なから

ず影響を及ぼし、住居内のダニの分布に反映

している。例えば、家族構成、家族数、家族

密度、また掃除の仕方、回数、程度、さらに

は寝室の様式（ベッド、布団など）およびその

管理、寝具の日光消毒の頻度や程度、それに

共働きなどによる昼間の住居管理などである。

一方、地域分布のような広義な分布では、わ

が国においても室内塵中のダニ相、ダニ数に

地理的な違いが認められる。室内塵中のダニ

類に及ぼす地理的要因として、日本ではチリ

ダニ数は南方に向かうに従って増加する傾向

にある。また、高地と低地、海岸沿いの地域

と内陸地域、湿潤な地域と乾燥地などが考え

られる。このようなチリダニの分布は地域の

気候条件の差によって優位な種別の差やダニ

数の違いなどに反映しているとも考えられる。

さらに、北アメリカとヨーロッパで室内塵

中にみられるチリダニの優位種が異なる。そ

れは両種間の至適温度と至適相対湿度の差に

よって、それぞれの優位種が湿度の高いヨー

ロッパではDpが優位に、一方湿度の低い北米

ではDfが優位となっている。チリダニ類の分

布は、国、地方、地域及び場所の気象条件と

密接な関係にあると同時に、その場所の住居

様式や生活様式の違いなどとも関連性がある

と思われる。

2）チリダニの時間的変動

住居内のダニ類は、前述した分布を示すと同

時に、経時的な一定の活動及び個体群の増減

を繰り返していることが知られている。住居内

のダニ類の個体数の時間的な動態として季節

消長がよく知られているが、ダニ数の動態は、

さらに短時的な変動から極めて長期的な変化

まで様々な周期的な変動を示す。これらはダニ

自身が持っている生体リズムによるものから、

環境の変化に起因するものまで様々な要因に

よって影響を受けていると考えられる。

a）日内変動

 　ダニの生体リズムと関連して、室内塵か

ら見出されるダニ数は1日の間に一定の変動

（いわゆる日内変動）を示すことが知られて

いる。高岡（1987）によると、集合住宅5階の

6帖畳部屋を掃除機で3時間間隔に30時間採

集し続けた結果、検出されたチリダニ数は

昼間より夜間の方が多く見出されることを

示した。このようなダニ数の変動はチリダ

ニの時間的な活動性と関連があると考えら

れる。この現象は住居内の環境変化に影響

されて発現されていると思われるが、チリ

ダニ自身が持っている慨日性（サーカディア

ンリズム）も無視出来ない。

b）季節消長

 　室内塵中から検出されるダニ数が季節的

に変動することは以前より世界中の住居内

で認められている。室内塵から検出される

多くのダニ類は高温多湿を好むため、わが

国では7月から9月にかけて最も増加し、そ

の後夏季から冬季に向けて個体数は激減す

るが、春季には再び増加することが知られ

ている。この変動は優位種であるチリダニ

に起因している。このような室内塵中のチ



18 ◆◆◆

アレルギー性疾患の主な原因となるチリダニについて

リダニ数の季節消長は全国的に共通した現

象で、このような季節消長パターンを毎年

繰り返している。

 　しかしダニの種類によっては、ササラダ

ニのように春季にピークを示すものやイエ

チリダニのように冬季に増加傾向を示すも

のも知られている。

c）長期変動

 　過去に日本で行われた室内塵中のダニ類

の調査結果に基づいて、住居内のダニ類の

年代的な動向を考察してみた。日本で最初

に室内塵中のダニ類の調査が行われた1964

年の大島の調査と、筆者らが関東地区で

1976年から2000年に行った調査結果につい

て、我が国の室内塵中のダニ類の年代的な

推移を検討してみた。

 　その結果、我が国の室内塵中のダニ数は、

年々増加傾向を示していることを認めた。

その増加はチリダニ科のDpとDfの2種によ

るもので、これによると室内細塵1g当りの

チリダニ数は1960年代には 500個体前後だっ

たが1988年には1,000個体となり、1998年に

は1,600個体となり、わずか35年の間に3倍

以上にも増加していることになる。こ

の数値の是非はともかく、戦後我が

国の室内塵中のチリダニ数は増加の

傾向を示していることは確かである。

このようにチリダニ数が戦後に急激

に増加していることから、高度成長

時期に何か大きな要因がチリダニ増

加に関与したと推定される。また室

内塵中のダニ相についても、総ダニ

数に対してチリダニ科のダニの占め

る割合は年々高率になってきており、

チリダニの増加が顕著である。この

ような我が国の室内塵中のチリダニ数の年代

的な推移から判断すると、1950年以前の室

内塵中にはチリダニ数は極めて少なかったと

いう驚くべき考察が成り立つのである。

 　一方前項でも述べたように、ヒョウヒダ

ニの歴史的な発見の経緯をみると、偶然に

も我が国の住居内でのチリダニの発現時期

と海外でのチリダニの発見時期が一致して

いる。またわが国の住居内におけるチリダ

ニの種についても、HdからDpにそしてDf優

位に移行しているように思われる。

7． チリダニ数の年代的変遷と住居環境と
の関係

我が国の室内塵中のダニ相及びダニ数の年

代的変化は、我が国の住居環境の変遷と密接

に関係しているようである。戦後チリダニが急

増する1955年から1975年頃には、我が国の住

宅様式は木造住宅からコンクリート造住宅及

びプレハブ造住宅へと移行し、さらに室内イ

ンテリア産業の発達により住宅用の繊維織物、

合成繊維、ビニール製品などの商品が一般家

庭に普及するなど、革命的な時期でもあった

図2　わが国における一般家庭における室内塵中のダニ数の年代的推移

＊チリダニだけが増加傾向を示す。
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と考えられる。これら住宅産業の発展は我が

国の建築様式を著しく変貌させることになり、

それにつれて生活様式も大きく変化してきた。

この時期から我が国の住宅様式は、本来の

日本型住宅から量的、質的に大きく変化し、

欧米様式を取り入れた和洋混合型の近代住宅

に変貌を遂げてきたと考えられる。その結果、

住居内環境は著しく変化し、それに伴って住

居内生物も大きな影響を被ることになる。す

なわち、我が国の近代住宅の住居内環境はダ

ニが繁殖するのに好適な条件を提供し、中で

もチリダニの繁殖に最適であったと推察され

る。このように我が国の住宅産業の年代的発

展に伴う住居環境の変化は、住居内のダニ数

の増加に深く係ってきたと考えられる。

住居環境は極めて多くの要因の複合的な関

わりの中で成り立っているために、近代住宅

におけるダニ類の増加に関係する要因につい

て考察してみた。すなわち、近代の住居環境

改善における最大の目標は耐震性、耐熱性、

気密性であり、それらの追求によって住居内

は保温、保湿条件が高められた。この条件は

チリダニなどの繁殖を促し、さらに住居内に

おいて好適な繁殖場所が数多く確保されたこ

とも重要な要因といえる。

ダニの繁殖に係る住居内の環境要因を経験

的に分類すると、1）建築様式、2）室内装飾、3）

生活様式に分けることができる。これらはそ

れぞれ単独で変わってきたのではなく、住宅

構造の変化に伴って室内装飾、さらに生活様

式が大きく変化してきた。特に、ダニ類の重

要な繁殖場所と考えられるものとして、カー

ペット、カーテン、ベッドなどの一般住宅へ

の普及、ビニール壁などのビニール製品の内

装用材への応用、ベッド、ソファなどの家具

類の多様化及び暖房設備や家庭用電気機器の

普及などが挙げられる。これらは住宅構造の

変化と相まって、我が国の住宅環境を大きく

変えてきたと思われる。それらはチリダニの

増殖に寄与したのである。

8．チリダニの増殖と住生活の関係
住居環境を左右する要因には住居用材、構造

の変化などのハード要因ばかりではなく、住居

環境に大きな影響力を及ぼしているものに住居

内で生活する人のソフト要因も無視できない。

最近行ったモデルハウスでのダニ類の調査

実験で、人の住んでいないモデルハウスでは、

新築後5年間調査を続けてもチリダニの繁殖は

ほとんど認められなかったが、5年後にその

一棟のモデルハウスで人が生活しはじめた直

後から、チリダニが繁殖することを実証した。

このモデルハウスの実験から、チリダニが住

居内で生息するためには人の居住が必須であ

ることが証明された。すなわち、住居内のダ

ニ類の動態は、人の生活と深く係わっている

ことになる。

近年、我々の生活様式は住居様式の変化に

合わせて大きく変化し、多様化しており、こ

のような居住者の一挙一動が、住居内で生息

している多くの生物に直接・間接に影響を及

ぼしていると考えられる。

住居においてまた住居生活において、我々

の先人は身の回りの生物との係りに関して卓

越した感覚と認識を持っていたと思われる。

すなわち、古くから我々の生活態度を我々自

身で管理することによって、自然環境に対す

る住居の欠陥を補ってきたといえる。

古くからすぐれた住居管理法として受け継

がれてきたものに大掃除、畳干し、虫干しな
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どの習慣があったが、これらの習慣も近年著

しく衰退し、また住宅管理や住宅事情などに

よる布団干しの不徹底も目立ってきている。

さらに、近年になって共働き、核家族、単身

世帯、レジャー化などの増加が進み、日常の

住居管理は益々貧弱化している傾向にある。

このような時代的な生活様式の変化に伴っ

て、1960年代に至って住居内おけるダニの害

及び虫の害が目だって増加してきたように思わ

れるが、これらの害と住居環境との係わりは何

を意味しているのか興味深いテーマでもある。
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